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シロイヌナズナの地上部の形態異常を引き起こす半優性の uni-1D 変異株の原因遺伝子は、耐病

性反応における信号伝達の初期過程で重要な機能を持つ新規の CC-NB-LRR タンパク質をコード

していた。本研究は、この遺伝子を中心に植物の体作りと耐病性のクロストークを分子レベルで

解明する事を目的とする。本年度は次の点を明らかにした。 

1, uni-1D 変異株におけるサイトカイニン経路の解析；uni-1D 変異体でサイトカイニン量が恒常

的に増加している。これが、形態異常の原因かどうか明らかにする為、uni-1D にエストロゲン

で誘導できる CKX(サイトカイニン分解酵素)遺伝子を導入した。その結果、芽生えでこの酵素を

誘導すると子葉の脇を含めて異所的な脇芽の過剰生産が完全に押さえられた。これはサイトカイ

ニンの上昇が腋芽分裂組織の異常形成に関与する事を示している。また、別の CC-NB-LRR が活性

化された変異でも同様の異常が見られる事を明らかにし、耐病性と形態形成の相関に一般性が見

られる事を明らかにした。 

2, uni-1D 変異株のサプレサーの単離 ; uni-1D 変異をサプレッスする新奇の変異株を多数単離

した。その多くは、uni-1D 遺伝子内に新たな変異が入り機能が失われたものであった。しかし、

いくつかのこの遺伝子以外の変異により表現型が回復した新奇の変異も見つかり、それらの原因

遺伝子の同定を開始すると共に、それらの単独変異株の性質の解析を始めた。 
                                        

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 


